
平
成
十
五
年
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・
環
境
省
令
第
一
号

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第

九
十
七
号
）
及
び
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
お
け

る
主
務
大
臣
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す

る
た
め
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

（
生
物
の
定
義
）

第
一
条
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
一
の
細
胞
（
細
胞
群
を
構
成
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は

細
胞
群
（
以
下
「
細
胞
等
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

一
　
ヒ
ト
の
細
胞
等

二
　
分
化
す
る
能
力
を
有
す
る
、
又
は
分
化
し
た
細
胞
等
（
個
体
及
び
配
偶
子
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
自
然
条

件
に
お
い
て
個
体
に
成
育
し
な
い
も
の

（
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
得
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
技
術
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
技
術
は
、
細
胞
、
ウ
イ
ル
ス
又
は
ウ
イ
ロ
イ
ド
に
核
酸

を
移
入
し
て
当
該
核
酸
を
移
転
さ
せ
、
又
は
複
製
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
細
胞
外
に
お
い
て
核
酸
を
加
工
す

る
技
術
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

一
　
細
胞
に
移
入
す
る
核
酸
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
み
を
用
い
て
加
工
す
る
技
術

イ
　
当
該
細
胞
が
由
来
す
る
生
物
と
同
一
の
分
類
学
上
の
種
に
属
す
る
生
物
の
核
酸

ロ
　
自
然
条
件
に
お
い
て
当
該
細
胞
が
由
来
す
る
生
物
の
属
す
る
分
類
学
上
の
種
と
の
間
で
核
酸
を
交
換
す
る

種
に
属
す
る
生
物
の
核
酸

二
　
ウ
イ
ル
ス
又
は
ウ
イ
ロ
イ
ド
に
移
入
す
る
核
酸
と
し
て
、
自
然
条
件
に
お
い
て
当
該
ウ
イ
ル
ス
又
は
ウ
イ
ロ

イ
ド
と
の
間
で
核
酸
を
交
換
す
る
ウ
イ
ル
ス
又
は
ウ
イ
ロ
イ
ド
の
核
酸
の
み
を
用
い
て
加
工
す
る
技
術

第
三
条
　
法
第
二
条
第
二
項
第
二
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
技
術
は
、
異
な
る
分
類
学
上
の
科
に
属
す
る
生
物
の
細

胞
を
融
合
す
る
技
術
で
あ
っ
て
、
交
配
等
従
来
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
も
の
と
す
る
。

（
第
二
種
使
用
等
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
等
の
措
置
）

第
四
条
　
法
第
二
条
第
六
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
（
運
搬
を
除
く
。
）
の
場
合
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
施
設
等
を
用

い
る
こ
と
。

イ
　
施
設
等
の
外
の
大
気
、
水
又
は
土
壌
中
へ
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
拡
散
を
防
止
す
る
機
能
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
拡
散
防
止
機
能
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
実
験
室
（
研
究
開
発
に
係
る
動
物
の
飼
育
室
及

び
植
物
の
栽
培
室
を
含
む
。
）

ロ
　
拡
散
防
止
機
能
を
有
す
る
培
養
又
は
発
酵
の
用
に
供
す
る
設
備
及
び
こ
れ
ら
に
付
随
し
て
用
い
ら
れ
る
拡

散
防
止
機
能
を
有
す
る
設
備

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
拡
散
防
止
機
能
を
有
す
る
施
設
等
で
あ
っ
て
そ
の
外
の
大
気
、
水
又

は
土
壌
中
へ
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
拡
散
を
防
止
す
る
意
図
を
も
っ
て
行
う
使
用
等
で
あ
る
旨
を
記
載

し
た
標
識
が
見
や
す
い
箇
所
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
施
設
等

二
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
運
搬
の
場
合
　
前
号
に
掲
げ
る
施
設
等
を
用
い
た
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用

等
の
た
め
の
運
搬
の
用
に
供
さ
れ
る
ふ
た
を
し
、
又
は
封
を
施
し
た
試
験
管
そ
の
他
の
施
設
等
で
あ
っ
て
拡
散

防
止
機
能
を
有
す
る
も
の
を
用
い
る
こ
と
。

２
　
前
項
各
号
に
規
定
す
る
措
置
を
執
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
法
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
該
当
す
る
と

き
は
、
当
該
措
置
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
措
置
と
し
な
い
。

（
主
務
大
臣
の
承
認
の
適
用
除
外
）

第
五
条
　
法
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
　
人
の
生
命
若
し
く
は
身
体
の
保
護
の
た
め
の
措
置
又
は
非
常
災
害
に
対
す
る
応
急
の
措
置
と
し
て
、
緊
急
に

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
一
種
使
用
等
を
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
と
し
て
主
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
場
合

二
　
法
第
十
七
条
、
第
三
十
一
条
又
は
第
三
十
二
条
に
基
づ
く
検
査
を
実
施
す
る
た
め
、
又
は
そ
の
準
備
を
行
う

た
め
、
必
要
最
小
限
の
第
一
種
使
用
等
を
す
る
場
合

三
　
輸
入
さ
れ
た
生
物
に
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
が
混
入
し
て
い
た
場
合
（
輸
入
さ
れ
た
生
物
の
使
用
等
に
際
し

法
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
第
一
種
使
用
規
程

（
法
第
七
条
第
一
項
（
法
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
主
務
大
臣
に

よ
り
変
更
さ
れ
た
第
一
種
使
用
規
程
に
つ
い
て
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
。
以
下
「
承
認
を
受
け
た
第
一
種
使

用
規
程
」
と
い
う
。
）
に
従
わ
な
い
で
、
又
は
第
一
種
使
用
規
程
の
承
認
を
受
け
な
い
で
当
該
遺
伝
子
組
換
え

生
物
等
の
第
一
種
使
用
等
を
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
う
ち
、
主
務
大
臣
が
別
に
定
め
る

場
合
に
限
る
。
）

四
　
人
が
体
内
に
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
に
お
い
て
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物

等
の
第
一
種
使
用
等
を
す
る
場
合

五
　
承
認
を
受
け
た
第
一
種
使
用
規
程
に
従
っ
て
い
な
い
こ
と
又
は
第
一
種
使
用
規
程
の
承
認
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
を
知
ら
な
い
で
、
譲
渡
若
し
く
は
提
供
を
受
け
た
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
一
種
使
用
等
を
す
る
場
合

又
は
委
託
を
受
け
て
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
一
種
使
用
等
を
す
る
場
合

六
　
承
認
を
受
け
た
第
一
種
使
用
規
程
に
従
わ
な
い
で
又
は
第
一
種
使
用
規
程
の
承
認
を
受
け
な
い
で
第
一
種
使

用
等
が
な
さ
れ
た
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
に
係
る
生
物
多
様
性
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
必
要
最
小
限
の
第
一

種
使
用
等
を
す
る
場
合

（
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
六
条
　
法
第
四
条
第
二
項
（
法
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
及
び
第
四
十
一
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
九
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
に
よ
る
生
物
多
様
性
影
響
の
効
果
的
な
防
止
に
資
す
る
措
置
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
と
す
る
（
主
務
大

臣
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
限
る
。
）
。

（
申
請
書
の
様
式
）

第
七
条
　
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
の
様
式
は
、
様
式
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

（
第
一
種
使
用
規
程
の
記
載
事
項
）

第
八
条
　
第
一
種
使
用
規
程
に
定
め
る
法
第
四
条
第
三
項
各
号
（
法
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

一
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
種
類
の
名
称
　
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
宿
主
（
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号

に
掲
げ
る
技
術
の
利
用
に
よ
り
得
ら
れ
た
核
酸
又
は
そ
の
複
製
物
が
移
入
さ
れ
る
生
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

又
は
親
生
物
（
法
第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
技
術
の
利
用
に
よ
り
得
ら
れ
た
核
酸
又
は
そ
の
複
製
物
が

由
来
す
る
生
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
属
す
る
分
類
学
上
の
種
の
名
称
及
び
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等

の
特
性
等
の
情
報
を
含
め
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
と
明
確
に
区
別
で
き
る
名
称
と
す
る

こ
と
。

二
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
一
種
使
用
等
の
内
容
　
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
に
つ
い
て
行
う
一
連
の
使

用
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

三
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
一
種
使
用
等
の
方
法
　
当
該
第
一
種
使
用
等
を
行
う
に
当
た
っ
て
執
る
べ
き
生

物
多
様
性
影
響
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
（
生
物
多
様
性
影
響
を
防
止
す
る
た
め
必
要

な
場
合
に
限
る
。
）
。

（
学
識
経
験
者
か
ら
の
意
見
聴
取
）

第
九
条
　
主
務
大
臣
は
、
法
第
四
条
第
四
項
（
法
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

よ
り
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
く
と
き
は
、
次
条
の
学
識
経
験
者
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
意
見
を
聴
く

も
の
と
す
る
。

（
学
識
経
験
者
の
名
簿
）

第
十
条
　
主
務
大
臣
は
、
生
物
多
様
性
影
響
に
関
し
専
門
の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
を
選
定
し
て
、
学
識
経
験
者
の

名
簿
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

1



（
第
一
種
使
用
規
程
の
修
正
に
関
す
る
指
示
）

第
十
一
条
　
法
第
五
条
第
一
項
（
法
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
指
示
は
、

文
書
に
よ
り
そ
の
理
由
及
び
法
第
五
条
第
二
項
（
法
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規

定
す
る
期
間
を
付
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
十
二
条
　
法
第
六
条
第
一
項
（
法
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、

法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
（
法
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
事
項
中
に
変
更

を
生
じ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
様
式
第
二
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
第
一
種
使
用
規
程
の
変
更
等
に
係
る
学
識
経
験
者
か
ら
の
意
見
聴
取
）

第
十
三
条
　
第
九
条
の
規
定
は
、
法
第
七
条
第
二
項
（
法
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
り
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
く
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
次
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
第
一
種
使
用
規
程
の
公
表
の
方
法
）

第
十
四
条
　
法
第
八
条
第
一
項
（
法
第
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、

官
報
に
掲
載
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
適
正
な
使
用
等
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
執
ら
せ
る
た
め
の
者
）

第
十
五
条
　
法
第
九
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
者
は
、
外
国
法
人
で
本
邦
内
に
事
務
所
を
有
す
る
も
の
の
当

該
事
務
所
の
代
表
者
と
す
る
。

（
主
務
大
臣
の
確
認
の
適
用
除
外
）

第
十
六
条
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
　
人
の
生
命
若
し
く
は
身
体
の
保
護
の
た
め
の
措
置
又
は
非
常
災
害
に
対
す
る
応
急
の
措
置
と
し
て
、
緊
急
に

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
を
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
と
し
て
主
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
場
合

二
　
法
第
十
七
条
、
第
三
十
一
条
又
は
第
三
十
二
条
に
基
づ
く
検
査
を
実
施
す
る
た
め
、
又
は
そ
の
準
備
を
行
う

た
め
、
必
要
最
小
限
の
第
二
種
使
用
等
を
す
る
場
合

三
　
虚
偽
の
情
報
の
提
供
を
受
け
て
い
た
た
め
に
、
拡
散
防
止
措
置
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

知
ら
な
い
で
、
第
二
種
使
用
等
を
す
る
場
合

四
　
法
の
規
定
に
違
反
し
て
使
用
等
が
な
さ
れ
た
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
拡
散
を
防
止
す
る
た
め
、
必
要
最
小

限
の
第
二
種
使
用
等
を
す
る
場
合

五
　
植
物
防
疫
官
が
植
物
防
疫
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
八
条
又
は
第
十
条
に
基
づ
く
植
物

防
疫
所
の
業
務
に
伴
っ
て
植
物
防
疫
所
の
施
設
内
に
お
い
て
必
要
最
小
限
の
第
二
種
使
用
等
を
す
る
場
合

六
　
家
畜
防
疫
官
が
狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号
）
第
七
条
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法

（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
四
十
条
若
し
く
は
第
四
十
五
条
又
は
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
五
十
五
条
に
基
づ
く
動
物
検
疫
所

の
業
務
に
伴
っ
て
動
物
検
疫
所
の
施
設
内
に
お
い
て
必
要
最
小
限
の
第
二
種
使
用
等
を
す
る
場
合

（
輸
入
の
届
出
）

第
十
七
条
　
法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
主
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
期
日
ま
で
に
、
様
式
第
三
に
よ
る
届

出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
生
物
検
査
命
令
）

第
十
八
条
　
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
文
書
に
よ
り
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
条
件
を
付
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。

（
生
物
検
査
命
令
を
受
け
た
者
の
検
査
の
求
め
）

第
十
九
条
　
生
物
検
査
の
求
め
は
、
様
式
第
四
に
よ
る
依
頼
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
依
頼
書
に
は
、
前
条
に
規
定
す
る
文
書
の
写
し
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
検
査
機
関
の
登
録
の
申
請
等
）

第
二
十
条
　
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
は
、
様
式
第
五
に
よ
る
申
請
書
を
提
出
し
て
行
う
も

の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
定
款
若
し
く
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

二
　
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
事
業
年
度
末
の
財
産
目
録
又

は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
（
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
設
立
さ
れ
た
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
設
立
時

に
お
け
る
財
産
目
録
）

三
　
申
請
者
が
法
第
十
八
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

四
　
申
請
者
が
現
に
行
っ
て
い
る
業
務
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

（
登
録
検
査
機
関
登
録
簿
に
記
載
す
る
事
項
）

第
二
十
一
条
　
法
第
十
八
条
第
四
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
検
査
対
象
生
物
の
種
類
の
名
称
と
す

る
。

（
生
物
検
査
の
実
施
の
方
法
）

第
二
十
二
条
　
法
第
十
九
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
検
査
対
象
生
物
の
種
類
等
を
勘
案
し
て
主
務

大
臣
が
別
に
定
め
る
方
法
と
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
二
十
三
条
　
法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
六
に
よ
る
届
出
書
を
提
出
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

（
生
物
検
査
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
の
記
載
事
項
）

第
二
十
四
条
　
法
第
十
九
条
第
四
項
の
生
物
検
査
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
生
物
検
査
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二
　
生
物
検
査
を
行
う
事
務
所
に
関
す
る
事
項

三
　
生
物
検
査
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項

四
　
手
数
料
の
収
納
に
関
す
る
事
項

五
　
生
物
検
査
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

六
　
生
物
検
査
に
関
す
る
帳
簿
、
書
類
等
の
管
理
に
関
す
る
事
項

七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
他
生
物
検
査
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
生
物
検
査
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
の
認
可
の
申
請
等
）

第
二
十
五
条
　
登
録
検
査
機
関
は
、
法
第
十
九
条
第
四
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

様
式
第
七
に
よ
る
申
請
書
に
生
物
検
査
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
を
添
え
て
、
こ
れ
を
主
務
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
登
録
検
査
機
関
は
、
法
第
十
九
条
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
八

に
よ
る
申
請
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
方
法
）

第
二
十
六
条
　
法
第
十
九
条
第
六
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事

項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

２
　
法
第
十
九
条
第
六
項
第
四
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
電
磁
的
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し

た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受

信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二
　
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る

物
を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

３
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
は
、
受
信
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
）

第
二
十
七
条
　
法
第
十
九
条
第
七
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
生
物
検
査
の
求
め
を
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
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二
　
生
物
検
査
の
求
め
を
受
け
た
年
月
日

三
　
検
査
対
象
生
物
の
種
類
の
名
称

四
　
生
物
検
査
の
結
果

五
　
生
物
検
査
の
結
果
を
通
知
し
た
年
月
日

（
生
物
検
査
の
業
務
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）

第
二
十
八
条
　
登
録
検
査
機
関
は
、
法
第
十
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式

第
九
に
よ
る
申
請
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
）

第
二
十
九
条
　
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
十
の
と
お
り
と
す
る
。

（
生
物
検
査
に
関
す
る
手
数
料
の
納
付
）

第
三
十
条
　
法
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
国
に
納
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
第
十
九
条
第
一

項
に
規
定
す
る
依
頼
書
に
当
該
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印
紙
を
は
る
こ
と
に
よ
り
、
登
録
検
査
機
関

に
納
付
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
法
第
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
生
物
検
査
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
手
数
料
は
、
こ
れ
を
返
還
し
な
い
。

（
適
正
使
用
情
報
の
公
表
の
方
法
）

第
三
十
一
条
　
法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
種
類
の
名
称
を
明
示
し

て
、
官
報
に
掲
載
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
情
報
の
提
供
）

第
三
十
二
条
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
に
お
い

て
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
譲
渡
若
し
く
は
提
供
又
は
委
託
（
以
下
「
譲
渡
等
」
と
い
う
。
）
の
都
度
行
う
も

の
と
す
る
。

一
　
第
一
種
使
用
規
程
が
定
め
ら
れ
て
い
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
提
供
し
、
又
は
委
託

し
て
使
用
等
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
適
正
使
用
情
報
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
き

二
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
委
託
し
て
運
搬
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合

三
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
提
供
し
、
又
は
委
託
し
て
使
用
等
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
者

（
以
下
「
譲
渡
者
等
」
と
い
う
。
）
の
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
が
第
五
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま

で
又
は
第
十
六
条
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合

四
　
譲
渡
者
等
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
が
、
虚
偽
の
情
報
の
提
供
を
受
け
て
い
た
た
め
に
、

第
二
種
使
用
等
に
当
た
っ
て
執
る
べ
き
拡
散
防
止
措
置
を
執
ら
ず
に
さ
れ
て
い
る
場
合

五
　
特
定
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
譲
渡
等
を
す
る
場
合

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
一
の
情
報
を
提
供
す
べ
き
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
譲
渡
若
し
く
は
提
供
を

受
け
る
者
又
は
委
託
を
受
け
て
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
を
す
る
者
（
以
下
「
譲
受
者
等
」
と
い

う
。
）
に
対
し
、
二
回
以
上
に
わ
た
っ
て
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
譲
渡
等
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
譲
受
者
等
が
承
知
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
最
初
の
譲
渡
等
に
際
し
て
の
み
情
報
の
提

供
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
情
報
の
内
容
）

第
三
十
三
条
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

一
　
第
一
種
使
用
等
を
し
て
い
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
提
供
し
、
又
は
委
託
し
て
使
用

等
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
　
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
種
類
の
名
称
（
名
称
が
な
い
と
き
又
は
不
明
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
）

ロ
　
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
一
種
使
用
等
に
係
る
第
一
種
使
用
規
程
が
主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
て

い
る
旨
又
は
第
五
条
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
六
号
に
基
づ
く
使
用
等
を
し
て
い
る
旨

ハ
　
適
正
使
用
情
報
（
適
正
使
用
情
報
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

ニ
　
譲
渡
者
等
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
並
び
に
担
当
責
任
者
の
氏
名
及
び
連
絡
先
）

二
　
第
二
種
使
用
等
を
し
て
い
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
提
供
し
、
又
は
委
託
し
て
使
用

等
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
　
次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
を
し
て
い
る
旨

ロ
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
宿
主
又
は
親
生
物
の
名
称
及
び
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
技
術
の

利
用
に
よ
り
得
ら
れ
た
核
酸
又
は
そ
の
複
製
物
の
名
称
（
名
称
が
な
い
と
き
又
は
不
明
で
あ
る
と
き
は
、
そ

の
旨
）

ハ
　
譲
渡
者
が
第
十
六
条
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
に
基
づ
く
使
用
等
を
し
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
旨

ニ
　
譲
渡
者
等
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
並
び
に
担
当
責
任
者
の
氏
名
及
び
連
絡
先
）

（
情
報
の
提
供
の
方
法
）

第
三
十
四
条
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。

一
　
文
書
の
交
付

二
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
又
は
そ
の
包
装
若
し
く
は
容
器
へ
の
表
示

三
　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
利
用
す
る
送
信

四
　
譲
渡
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
譲
受
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接

続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
利
用
す
る
送
信
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
前
条
各
号
に
定
め

る
事
項
が
送
信
さ
れ
、
譲
受
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
事
項
が
記
録

さ
れ
る
も
の

（
輸
出
の
通
告
の
方
法
）

第
三
十
五
条
　
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
輸
出
の
通
告
は
、
生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約
の
バ
イ
オ
セ
ー
フ

テ
ィ
に
関
す
る
カ
ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
（
次
条
に
お
い
て
「
議
定
書
」
と
い
う
。
）
第
八
条
１
の
輸
入
締
約
国
の
権

限
の
あ
る
当
局
に
対
し
、
様
式
第
十
一
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
輸
出
の
通
告
の
適
用
除
外
）

第
三
十
六
条
　
法
第
二
十
七
条
た
だ
し
書
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
議
定
書
の
締
約
国
以
外
の
国
に
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
輸
出
す
る
場
合

二
　
輸
入
国
に
お
い
て
当
該
輸
入
国
が
定
め
る
基
準
に
従
い
拡
散
防
止
措
置
を
執
っ
て
使
用
等
が
行
わ
れ
る
も
の

と
し
て
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
輸
出
す
る
場
合

三
　
輸
入
国
に
お
い
て
食
用
、
飼
料
用
又
は
加
工
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
輸
出
す

る
場
合

四
　
輸
入
国
が
議
定
書
第
十
三
条
１
（
ｂ
）
に
掲
げ
る
事
項
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
議
定
書
第
二
十
条
に
規
定

す
る
バ
イ
オ
セ
ー
フ
テ
ィ
に
関
す
る
情
報
交
換
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し
て
い
る
輸
入
に
該
当
す
る
遺
伝
子
組
換
え

生
物
等
を
輸
出
す
る
場
合

五
　
輸
入
国
に
と
っ
て
最
初
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
輸
入
に
該
当
し
な
い
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
を
輸
出
す

る
場
合

（
輸
出
の
際
の
表
示
の
内
容
及
び
方
法
）

第
三
十
七
条
　
法
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
輸
出
の
際
の
表
示
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
輸
入
国
に
お
い
て
当
該
輸
入
国
が
定
め
る
基
準
に
従
い
拡
散
防
止
措
置
を
執
っ
て
使
用
等
が
行
わ
れ
る
遺
伝

子
組
換
え
生
物
等
と
し
て
輸
出
さ
れ
る
も
の
　
様
式
第
十
二

二
　
輸
入
国
に
お
い
て
食
用
、
飼
料
用
又
は
加
工
用
に
供
さ
れ
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
と
し
て
輸
出
さ
れ
る
も

の
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
　
様
式
第
十
三

三
　
前
二
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
と
し
て
輸
出
さ
れ
る
も
の
　
様
式
第
十
四

（
輸
出
の
際
の
表
示
の
適
用
除
外
）

第
三
十
八
条
　
法
第
二
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
七
条
た
だ
し
書
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
第

三
十
六
条
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

（
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
）

第
三
十
九
条
　
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
十
五
の
と
お
り
と
す
る
。

（
主
務
大
臣
）

第
四
十
条
　
法
第
二
章
第
一
節
（
第
十
条
及
び
第
十
一
条
を
除
く
。
）
、
第
二
十
五
条
及
び
第
三
章
（
第
二
十
九
条
を

除
く
。
）
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
大
臣
と
す
る
。

3



一
　
研
究
開
発
段
階
（
千
九
百
八
十
六
年
七
月
十
六
日
の
工
業
、
農
業
及
び
環
境
で
組
換
え
体
を
利
用
す
る
際
の

安
全
性
の
考
察
に
関
す
る
経
済
協
力
開
発
機
構
理
事
会
勧
告
（
第
三
項
に
お
い
て
「
理
事
会
勧
告
」
と
い
う
。
）

に
準
拠
し
て
審
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
の
商
業
化
又
は
実
用
化
に

向
け
た
使
用
等
及
び
遺
伝
子
治
療
臨
床
研
究
そ
の
他
の
臨
床
研
究
と
し
て
行
わ
れ
る
使
用
等
を
す
る
段
階
を
除

く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
に
関
す
る
事
項
　
文
部

科
学
大
臣
及
び
環
境
大
臣

二
　
前
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
で

あ
っ
て
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
の
生
産
又
は
流
通
を
所
管
す
る
大
臣
及
び
環
境
大
臣

２
　
法
第
十
条
、
第
十
一
条
及
び
第
二
十
九
条
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
大
臣
と
す
る
。

一
　
研
究
開
発
段
階
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
に
関
す
る
事
項
　
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林

水
産
大
臣
若
し
く
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
若
し

く
は
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
対
象
と
な
る
者
若
し
く
は
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を

す
る
者
の
行
う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
又
は
環
境
大
臣

二
　
前
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
若
し

く
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
九

条
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
対
象
と
な
る
者
若
し
く
は
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
者
の
行
う

事
業
を
所
管
す
る
大
臣
若
し
く
は
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
若
し
く
は
経
済
産
業
大
臣
で

あ
っ
て
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
の
生
産
若
し
く
は
流
通
を
所
管
す
る
大
臣
又
は
環
境
大
臣

３
　
法
第
二
章
第
二
節
（
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
を
除
く
。
）
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
大
臣
と
す
る
。

一
　
研
究
開
発
に
係
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
（
理
事
会
勧
告
に
準
拠
し
て
審
査
が
な
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
の
商
業
化
又
は
実
用
化
に
向
け
た
使
用
等
を
除
く
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
事
項
　
文
部
科
学
大
臣
及
び
環
境
大
臣

二
　
前
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
又
は

経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
を
す
る
者
の
行
う
事
業
を
所
管
す
る

大
臣
及
び
環
境
大
臣

４
　
法
第
十
三
条
第
一
項
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
大
臣

と
す
る
。

一
　
研
究
開
発
に
係
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
に
関
す
る
事
項
　
文
部
科
学
大
臣

二
　
前
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
経

済
産
業
大
臣
又
は
環
境
大
臣
で
あ
っ
て
、
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
を
す
る
者
の
行
う
事

業
を
所
管
す
る
大
臣
（
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
が
事
業
に
係
る
も
の
と
し
て
行
わ
れ
な

い
場
合
に
あ
っ
て
は
環
境
大
臣
）

５
　
法
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
大
臣
と
す
る
。

一
　
研
究
開
発
に
係
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
に
関
す
る
事
項
　
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣
若
し
く
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第

十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
対
象
と
な
る
者
若
し
く
は
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
者

の
行
う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
又
は
環
境
大
臣

二
　
前
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
若
し

く
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
命
令
の
対
象
と
な
る
者
若
し
く
は
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
者
の
行
う
事
業
を
所
管
す
る

大
臣
又
は
環
境
大
臣

６
　
法
第
二
章
第
三
節
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣

又
は
環
境
大
臣
で
あ
っ
て
、
検
査
対
象
生
物
で
あ
る
物
の
生
産
又
は
流
通
を
所
管
す
る
大
臣
と
す
る
。

７
　
法
第
二
十
六
条
第
一
項
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
大

臣
と
す
る
。

一
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
一
種
使
用
等
に
係
る
事
項
　
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
大
臣

イ
　
研
究
開
発
段
階
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
に
関
す
る
事
項
　
文
部
科
学
大
臣
及
び
環
境
大
臣

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
で

あ
っ
て
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
の
生
産
又
は
流
通
を
所
管
す
る
大
臣
及
び
環
境
大
臣

二
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
に
係
る
事
項
　
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
大
臣

イ
　
研
究
開
発
に
係
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
に
関
す
る
事
項
　
文
部
科
学
大
臣
及
び
環
境

大
臣

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
又
は

経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
を
す
る
者
の
行
う
事
業
を
所
管
す

る
大
臣
及
び
環
境
大
臣

８
　
法
第
二
十
六
条
第
二
項
、
第
三
十
条
及
び
第
三
十
一
条
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
大
臣
と
す
る
。

一
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
一
種
使
用
等
に
係
る
事
項
　
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
大
臣

イ
　
研
究
開
発
段
階
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
に
関
す
る
事
項
　
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農

林
水
産
大
臣
若
し
く
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
法
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
若
し
く
は
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
等
の
対
象
と
な
る

者
の
行
う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
又
は
環
境
大
臣

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
若
し

く
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る

報
告
徴
収
若
し
く
は
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
等
の
対
象
と
な
る
者
の
行
う
事
業
を

所
管
す
る
大
臣
若
し
く
は
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
若
し
く
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ

て
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
の
生
産
若
し
く
は
流
通
を
所
管
す
る
大
臣
又
は
環
境
大
臣

二
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
に
係
る
事
項
　
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
大
臣

イ
　
研
究
開
発
に
係
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
に
関
す
る
事
項
　
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣
若
し
く
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
法

第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
若
し
く
は
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
等
の
対
象

と
な
る
者
の
行
う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
又
は
環
境
大
臣

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
若
し

く
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る

報
告
徴
収
若
し
く
は
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
等
の
対
象
と
な
る
者
の
行
う
事
業
を

所
管
す
る
大
臣
又
は
環
境
大
臣

９
　
法
第
三
十
五
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
と
す
る
。

10
　
法
第
三
十
五
条
の
二
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
大
臣
と
す
る
。

一
　
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
係
る
事
項
　
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る

大
臣

イ
　
研
究
開
発
段
階
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
に
関
す
る
事
項
　
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農

林
水
産
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
対
象
と
な
る
者
の
行

う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
及
び
文
部
科
学
大
臣

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
又
は

経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
対
象
と
な
る
者
の
行
う
事
業
を
所
管
す

4



る
大
臣
及
び
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
当
該
遺
伝
子
組

換
え
生
物
等
で
あ
る
物
の
生
産
又
は
流
通
を
所
管
す
る
大
臣

二
　
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
係
る
事
項
　
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め

る
大
臣

イ
　
研
究
開
発
に
係
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
に
関
す
る
事
項
　
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
対
象
と
な

る
者
の
行
う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
及
び
文
部
科
学
大
臣

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
又
は

経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
対
象
と
な
る
者
の
行
う
事
業
を
所
管

す
る
大
臣

三
　
法
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
係
る
事
項
　
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定

め
る
大
臣

イ
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
一
種
使
用
等
に
係
る
事
項
　
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定

め
る
大
臣

（１）
　
研
究
開
発
段
階
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
に
関
す
る
事
項
　
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
対
象
と
な

る
者
の
行
う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
及
び
文
部
科
学
大
臣

（２）
　
（
１
）
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大

臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
対
象
と
な
る
者
の
行
う

事
業
を
所
管
す
る
大
臣
及
び
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ

て
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
の
生
産
又
は
流
通
を
所
管
す
る
大
臣

ロ
　
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
に
係
る
事
項
　
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定

め
る
大
臣

（１）
　
研
究
開
発
に
係
る
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
第
二
種
使
用
等
に
関
す
る
事
項
　
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
対

象
と
な
る
者
の
行
う
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
及
び
文
部
科
学
大
臣

（２）
　
（
１
）
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大

臣
又
は
経
済
産
業
大
臣
で
あ
っ
て
法
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
対
象
と
な
る
者
の
行
う

事
業
を
所
管
す
る
大
臣

（
申
請
書
等
の
提
出
）

第
四
十
一
条
　
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
書

等
」
と
い
う
。
）
を
主
務
大
臣
に
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号

に
定
め
る
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
研
究
開
発
段
階
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
に
関
す
る
事
項
　
文
部
科
学
大
臣

二
　
前
号
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
事
項
　
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
又
は

環
境
大
臣
で
あ
っ
て
当
該
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
で
あ
る
物
の
生
産
又
は
流
通
を
所
管
す
る
大
臣

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
定
め
る
大
臣
（
環
境
大
臣
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
申

請
書
等
を
提
出
す
る
場
合
は
、
そ
の
写
し
一
通
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
各
号
に
定
め
る
大
臣
は
、
申
請
書
等
及
び
そ
の
写
し
を
受
理
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
写
し
を

環
境
大
臣
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
書
等
は
、
同
項
各
号
に
定
め
る
大
臣
が

受
理
し
た
日
に
お
い
て
環
境
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
そ
の
他
の
事
項
）

第
四
十
二
条
　
法
第
十
二
条
並
び
に
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
主
務
省
令
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

（
連
絡
等
）

第
四
十
三
条
　
主
務
大
臣
は
、
前
条
の
省
令
の
制
定
又
は
改
廃
、
法
第
四
条
第
一
項
又
は
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
く
承
認
及
び
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
確
認
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
他
の
主
務
大
臣
が
必
要

な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
主
務
大
臣
は
、
法
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
他
の
主
務
大
臣
に
連
絡
す
る
も
の
と
し
、

必
要
な
場
合
は
、
共
同
し
て
、
当
該
命
令
を
す
る
も
の
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
四
十
四
条
　
法
第
三
十
条
及
び
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
環
境
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
環
境
事
務
所
長
に

委
任
す
る
。
た
だ
し
、
環
境
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
七
日
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・

環
境
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
動
産
登
記
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七

年
三
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
九
月
二
〇
日
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
環
境
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
一
月
六
日
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
環
境
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
四
月
二
〇
日
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
環
境
省
令
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制

に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る

生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
り
調
製
し
た
用
紙
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
当
分

の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
二
月
一
日
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業

省
・
環
境
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
十
八
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・

環
境
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る

部
分
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
二
四
日
財
務
省
・
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
農
林
水
産
省
・
経
済
産
業
省
・

環
境
省
令
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内

で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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様
式
第
１
（
第
７
条
関
係
）

様式第1(第7条関係) 

第一種使用規程承認申請書 

  年  月  日  

 主務大臣 殿 

氏名                

申請者                   

住所                

 第一種使用規程について承認を受けたいので、遺伝子組換え生物等の使用等の規制によ

る生物の多様性の確保に関する法律第4条第2項(同法第9条第4項において準用する場合を

含む。)の規定により、次のとおり申請します。 

 
遺伝子組換え生物等の

種類の名称 

 

(       ) 

 

遺伝子組換え生物等の

第一種使用等の内容 
 

遺伝子組換え生物等の

第一種使用等の方法 
 

 

 備考 

  1 申請者が法人の場合にあっては、「申請者の氏名」については、法人の名称及び代

表者の氏名を記載し、「申請者の住所」については、主たる事務所の所在地を記載す

ること。 

  2 「申請者の氏名」及び「申請者の住所」については、法第9条第1項の承認を受けよ

うとする場合であって、当該承認を受けようとする者が本邦内に住所(法人にあって

は、その主たる事務所)を有する者以外の者であるときは、国内管理人の氏名及び住

所を記載すること。 

  3 「遺伝子組換え生物等の種類の名称」については、当該遺伝子組換え生物等の宿主

又は親生物の属する分類学上の種の名称及び当該遺伝子組換え生物等の特性等の情

報を含めることにより、他の遺伝子組換え生物等と明確に区別できる名称とすること。

また、開発者が付した識別記号及び国際機関において統一的な識別記号が付されてい

る場合にあっては当該記号を括弧内に記載すること。 

  4 「遺伝子組換え生物等の第一種使用等の内容」には、当該遺伝子組換え生物等につ

いて行う一連の使用等について、食用、飼料用その他の用に供するための使用(具体

的な使用内容を記載)、栽培、その他の育成(具体的な使用内容を記載)、加工、保管、

運搬及び廃棄のうち該当する使用等を列記し、「及びこれらに付随する行為」と付記

すること。 

  5 「遺伝子組換え生物等の第一種使用等の方法」には、当該遺伝子組換え生物等につ

いて、その使用等の方法又は場所若しくは期間を限定して生物多様性影響が生ずるこ

とを防止する場合には、それぞれ、使用等の方法、使用等を限定する場所の具体的な

地域名若しくは施設の名称及び所在地又は使用等の期間を具体的に記載すること。 

  6 生物多様性影響評価書その他遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様

性の確保に関する法律施行規則第6条に規定する書類を添付して提出すること。 

  7 用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 
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様
式
第
２
（
第
１
２
条
関
係
）

様式第2(第12条関係) 

住所等変更届出書 

  年  月  日  

 主務大臣 殿 

氏名                

届出者                   

住所                

 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律第4条第2

項第1号(同法第9条第4項において準用する場合を含む。)に掲げる事項中に変更が生じた

ので、同法第6条第1項の規定により、次のとおり届け出ます。 

 
変更前の氏名及び住所

(法人にあっては、その

名称、代表者の氏名及

び主たる事務所の所在

地。以下同じ。) 

 

 

変更後の氏名及び住所  

変 更 の 理 由  

 

 備考 

  1 届出者が法人の場合にあっては、「届出者の氏名」については、法人の名称及び代

表者の氏名を記載し、「届出者の住所」については、主たる事務所の所在地を記載す

ること。 

  2 用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

様
式
第
３
（
第
１
７
条
関
係
）

様式第3(第17条関係) 

輸入届出書 

  年  月  日  

 主務大臣 殿 

氏名                

届出者                   

住所                

 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律第16条の規

定による指定に係る輸入をするので、同条の規定により、次のとおり届け出ます。 

 輸入に係る生物の種類

の名称 
 

 

輸入に係る生物の用途  

輸入に係る生物の輸出

国又は地域 
 

輸入される海空港名及

び入港月日 
 

輸 入 す る 数 量  

積 載 船 (機) 名  

輸 送 形 態  

輸入に係る生物の生産

国 
 

輸入代行者等の名称等  

 

 備考 

  1 届出者が法人の場合にあっては、「届出者の氏名」については、法人の名称及び代

表者の氏名を記載し、「届出者の住所」については、主たる事務所の所在地を記載す

ること。 

  2 「輸入に係る生物の種類の名称」には、法第16条の規定による指定に係る生物の種

類の名称を記載すること(当該生物が遺伝子組換え生物等である場合には、当該遺伝

子組換え生物等の名称及び当該遺伝子組換え生物等に係る第一種使用規程を特定す

るための情報)。 

  3 「輸入に係る生物の用途」には「栽培用」、「飼料用」、「食用(食品加工用を含

む。)」、「工業原料用」など予定している用途が明らかになるように具体的に記載

すること。 

  4 「輸送形態」には、船積貨物、航空貨物、郵便物、携帯品など輸送方法が明らかと

なるような記載をすること。 
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  5 「輸入代行者等の名称等」には、輸入手続を代行する者など届出者以外で連絡する

ことが適当な者がいる場合は、その者の名称及び連絡先を記載すること。 

  6 用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

様
式
第
４
（
第
１
９
条
関
係
）

様式第4(第19条関係) 

生物検査依頼書 

  年  月  日  

 主務大臣 

 登録検査機関の長 
殿 

氏名                

依頼者                   

住所                

 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律第17条に

規定する生物検査の実施を次のとおり依頼します。 

 検査対象生物の種類の

名称 
 

 

検査対象生物の着港年

月日 
 

検査対象生物の保管場

所 
 

依 頼 数 量  

 

 備考 

  1 依頼者が法人の場合にあっては、「依頼者の氏名」については、法人の名称及び代

表者の氏名を記載し、「依頼者の住所」については、主たる事務所の所在地を記載す

ること。 

  2 用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 
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様
式
第
５
（
第
２
０
条
関
係
）

様式第5(第20条関係) 

登録検査機関登録申請書 

  年  月  日  

 主務大臣 殿 

氏名                

申請者                   

住所                

 登録検査機関の登録を受けたいので、遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の

多様性の確保に関する法律第18条第1項の規定により、次のとおり申請します。 

 
生物検査を行おうとす

る事務所の名称及び所

在地 

 

 

検査対象生物の種類の

名称 
 

 

 備考 

  1 申請者が法人の場合にあっては、「申請者の氏名」については、法人の名称及び代

表者の氏名を記載し、「申請者の住所」については、主たる事務所の所在地を記載す

ること。 

  2 用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

様
式
第
６
（
第
２
３
条
関
係
）

様式第6(第23条関係) 

所在地変更届出書 

  年  月  日  

 主務大臣 殿 

氏名                

届出者                   

住所                

 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律第19条第3

項の規定により、次のとおり届け出ます。 

 
変 更 前 の 所 在 地  

 

変 更 後 の 所 在 地  

変更しようとする日  

 

 備考 

  1 届出者が法人の場合にあっては、「届出者の氏名」については、法人の名称及び代

表者の氏名を記載し、「届出者の住所」については、主たる事務所の所在地を記載す

ること。 

  2 用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 
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様
式
第
７
（
第
２
５
条
第
１
項
関
係
）

様式第7(第25条第1項関係) 

規程認可申請書 

  年  月  日  

 主務大臣 殿 

氏名                

申請者                   

住所                

 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律第19条第4

項前段の規定による認可を受けたいので、規程を添えて申請します。 

 備考 

  1 申請者が法人の場合にあっては、「申請者の氏名」については、法人の名称及び代

表者の氏名を記載し、「申請者の住所」については、主たる事務所の所在地を記載す

ること。 

  2 用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

様
式
第
８
（
第
２
５
条
第
２
項
関
係
）

様式第8(第25条第2項関係) 

規程変更認可申請書 

  年  月  日  

 主務大臣 殿 

氏名                

申請者                   

住所                

 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律第19条第4

項後段の規定による認可を受けたいので、次のとおり申請します。 

 変更しようとする事項   

変更しようとする年月

日 
 

変 更 の 理 由  

 

 備考 

  1 申請者が法人の場合にあっては、「申請者の氏名」については、法人の名称及び代

表者の氏名を記載し、「申請者の住所」については、主たる事務所の所在地を記載す

ること。 

  2 用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 
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様
式
第
９
（
第
２
８
条
関
係
）

様式第9(第28条関係) 

業務休止(廃止)許可申請書 

  年  月  日  

 主務大臣 殿 

氏名                

申請者                   

住所                

 遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律第19条第8

項の規定により、生物検査の業務の全部(一部)を休止(廃止)したいので、次のとおり申請

します。 

 
休止(廃止)しようとす

る生物検査の業務の範

囲 

 

 

休止(廃止)しようとす

る年月日及び休止しよ

うとする場合にあって

はその期間 

 

休 止 (廃 止) の 理 由  

 

 備考 

  1 申請者が法人の場合にあっては、「申請者の氏名」については、法人の名称及び代

表者の氏名を記載し、「申請者の住所」については、主たる事務所の所在地を記載す

ること。 

  2 不要の文字は抹消すること。 

  3 用紙の大きさは、日本産業規格A4とすること。 

様
式
第
１
０
（
第
２
９
条
関
係
）

様式第10(第29条関係) 

(表)  (裏) 

第     号  

遺伝子組換え生物等の使用等の規制

による生物の多様性の確保に関する

法律第22条第2項の規定による身分

証明書 

 遺伝子組換え生物等の使用等の規制に

よる生物の多様性の確保に関する法律抜

すい 

 (報告徴収及び立入検査) 

第22条 主務大臣は、この節の規定の施

行に必要な限度において、登録検査機

関に対し、その生物検査の業務に関し

報告を求め、又は当該職員に、登録検

査機関の事務所に立ち入り、登録検査

機関の帳簿、書類その他必要な物件を

検査させ、若しくは関係者に質問させ

ることができる。 

2 前項の規定による立入検査をする当該

職員は、その身分を示す証明書を携帯

し、関係者に提示しなければならない。 

 

写 真 

官職及び氏名 

 

生年月日 年 月 日 

 

年 月 日発行 

 

主 務 大 臣 

 

 3 第1項の規定による立入検査の権限は、

犯罪捜査のために認められたものと解

釈してはならない。 

第44条 次の各号のいずれかに該当する

ときは、その違反行為をした登録検査

機関の役員又は職員は、30万円以下の

罰金に処する。 

 一・二 (略) 

 三 第22条第1項に規定する報告をせ

ず、若しくは虚偽の報告をし、又は

同項の規定による立入り若しくは検

査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、

若しくは質問に対して陳述をせず、

若しくは虚偽の陳述をしたとき。 

 

 備考 この身分証明書の用紙の大きさは、

日本産業規格A6とする。 
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様
式
第
１
１
（
第
３
５
条
関
係
）

様式第11（第35条関係）Name,addressandcontactdetailsoftheexporter（輸出者の氏名又は名称、住所又は所在地及び連絡先についての詳細）Name（氏名又は名称）Address（住所又は所在地）Tel,telexorfaxnumber（電話、テレックス又はファクシミリの番号）Contactperson（連絡責任者）Name,addressandcontactdetailsoftheimporter（輸入者の氏名又は名称、住所又は所在地及び連絡先についての詳細）Name（氏名又は名称）Address（住所又は所在地）Tel,telexorfaxnumber（電話、テレックス又はファクシミリの番号）Contactperson（連絡責任者）Nameandidentityofthelivingmodifiedorganism（遺伝子組換え生物等の名称及びその識別についての情報）Name（名称）Identity（識別についての情報）Intendeddateordatesofthetransboundarymovement,ifknown（輸出が予定される日が判明している場合にはその日）Date（日付）／／Taxonomicstatus,commonname,pointofcollection,oracquisitionandcharacteristicsofrecipientorganismorparentalorganismsrelatedtobiosafety（遺伝子組換え生物等の安全性に関連する宿主又は親生物の分類学上の位置、一般名称、採集され又は取得された場所及び特性）Taxonomicstatus（分類学上の位置）Commonname（一般名称）Pointofcollectionoracquisition（採集され又は取得された場所）Characteristics（特性）Centresoforiginandcentresofgeneticdiversity,ifknown,oftherecipientorganismand／ortheparentalorganismsandadescriptionofthehabitatswheretheorganismsmaypersistorproliferate（宿主又は親生物の起原の中心及び遺伝的多様性の中心が判明している場合にはそれらの中心並びにこれらの生物が存続し又は繁殖する可能性のある生息地に関する説明）Taxonomicstatus,commonname,pointofcollectionoracquisition,andcharacteristicsofthedonororganismororganismsrelatedtobiosafety（遺伝子組換え生物等の安全性に関連する核酸供与体の分類学上の位置、一般名称、採集され又は取得された場所及び特性）Taxonomicstatus（分類学上の位置）Commonname（一般名称）Pointofcollectionoracquisition（採集され又は取得された場所）Characteristics（特性）Descriptionofthenucleicacidorthemodificationintroduced,thetechniqueused,andtheresultingcharacteristicsofthelivingmodifiedorganism（導入された核酸又は改変、使用された技術及びこれらの結果遺伝子組換え生物等に生じた特性に関する説明）Intendeduseofthelivingmodifiedorganismorproductsthereof,namely,processedmaterialsthatareoflivingmodifiedorganismorigin,containingdetectablenovelcombinationsofreplicablegeneticmaterialobtainedthroughtheuseofmodernbiotechnology（遺伝子組換え生物等又はこれに係る産品（遺伝子組換え生物等に由来する加工された素材であって、現代のバイオテクノロジーの利用によって得られる複製可能な遺伝素材の新たな組合せ（検出することのできるもの）を有するもの）の予定される用途）Quantityorvolumeofthelivingmodifiedorganismtobetransferred（輸出される遺伝子組換え生物等の数量又は容積）ApreviousandexistingriskassessmentreportconsistentwithAnnexⅢtotheCartagenaProtocolonbiosafetytotheConventiononBiologicalDiversity（生物の多様性に関する条約のバイオセーフティに関するカルタヘナ議定書附属書Ⅲの規定に適合する既存の生物多様性影響評価に関する報告）Suggestedmethodsforthesafehandling,storage,transportanduse,includingpackaging,labelling,documentation,disposalandcontingencyprocedures,whereappropriate（適当な場合には、包装、ラベル等による表示、文書の添付、処分及び緊急時の手続を含む安全な取扱い、保管、輸送及び利用の方法についての提案）RegulatorystatusofthelivingmodifiedorganismwithintheStateofexport(forexample,whetheritisprohibitedintheStateofexport,whetherthereareotherrestrictions,orwhetherithasbeenapprovedforgeneralrelease)and,ifthelivingmodifiedorganismisbannedintheStateofexport,thereasonorreasonsfortheban（輸出国内における遺伝子組換え生物等の規制の状況（例えば、当該遺伝子組換え生物等が輸出国において禁止されているか否か、他に制限があるか否か又は当該遺伝子組換え生物等の一般的な使用等が承認されているか否か）及び当該遺伝子組換え生物等が輸出国において禁止されている場合にはその禁止の理由）ResultandpurposeofanynotificationbytheexportertootherStatesregardingthelivingmodifiedorganismtobetransferred（輸出される遺伝子組換え生物等に関し輸出者が他の国に対して行った通告の結果及び目的）Adeclarationthattheabovementionedinformationisfactuallycorrect（上記の情報が事実関係について正確であることの宣言）Icertifythattheaboveinformationisfactuallycorrect.（上記の情報が事実関係について正確であることを証明します。）Name（氏名又は名称）／Signature（署名）Date（日付）：／／1．書類の記入については、署名以外は、英文のタイプ印書又はブロック体の大文字のペン書きとすること。記入内容を消したり、修正液等を上に塗ったり、訂正してはならないこと。また、署名は、如何なる方法にても複製はしないこと。2．日付はすべて6桁の形式で示すこと。例えば、2003年10月1日は「01／10／03」と記入する。
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様
式
第
１
２
（
第
３
７
条
第
１
号
関
係
）

様式第12（第37条第1号関係）（平17財文科厚労農水経産環省令2・全改）※Livingmodifiedorganisms（遺伝子組換え生物等であること）Destinedforcontaineduse（拡散防止措置の下での利用を目的とする）※※Requirementsforthesafehandling,storage,transportanduse（安全な取扱い、保管、輸送及び利用に関する要件）※※※Thecontactpointforfurtherinformation,includingthenameandaddressoftheindividualandinstitutiontowhomthelivingmodifiedorganismsareconsigned（追加的な情報のための連絡先）Name,addressandcontactdetailsoftheexporter（輸出者の氏名又は名称、住所又は所在地及び連絡先についての詳細）Name（氏名又は名称）Address（住所又は所在地）Tel,telexorfaxnumber（電話、テレックス又はファクシミリの番号）Contactperson（連絡責任者）Name,addressandcontactdetailsoftheimporter（輸入者の氏名又は名称、住所又は所在地及び連絡先についての詳細）Name（氏名又は名称）Address（住所又は所在地）Tel,telexorfaxnumber（電話、テレックス又はファクシミリの番号）Contactperson（連絡責任者）注1．※の欄には、遺伝子組換え生物等の名称を括弧書で記入すること。また、経済協力開発機構（OECD）において商業化段階にある遺伝子組換え植物に適用されるものとして開発された識別記号等の国際的な識別記号が付されているものにあっては、その記号を括弧内に記入すること。2．※※の欄には、輸出しようとしている遺伝子組換え生物等が、危険物輸送に関する国連勧告、国際植物防疫条約又は国際獣疫事務局における国際家畜衛生規約において措置が求められているものである場合には、これらの勧告等における区分又は措置の内容を記入すること。これらの措置が求められていない場合には、その旨記入すること。3．※※※の欄のの輸入者の項には、輸入者が仕向先と異なる場合には、その仕向先である個人又は団体の氏名又は名称、住所又は所在地及び連絡先についての詳細を併せて記入すること。4．書類の記入については、英文のタイプ印書又はブロック体の大文字のペン書きとすること。記入内容を消したり、修正液等を上に塗ったり、訂正してはならないこと。
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様
式
第
１
３
（
第
３
７
条
第
２
号
関
係
）

様式第13（第37条第2号関係）（平18財文科厚労農水経産環省令1・全改）※①containslivingmodifiedorganismsandarenotintendedforintentionalintroductionintotheenvironment（遺伝子組換え生物等を「含む」こと及び環境への意図的な導入を目的とするものではないこと）②maycontainlivingmodifiedorganismsandarenotintendedforintentionalintroductionintotheenvironment（遺伝子組換え生物等を「含む可能性がある」こと及び環境への意図的な導入を目的とするものではないこと）※※Thecommon,scientificand,whereavailable,commercialnamesofthelivingmodifiedorganisms（遺伝子組換え生物等の一般名称、学名及び可能であれば商品名）※※※TheinternetaddressoftheBiosafetyClearingHouseforfurtherinformation（追加的な情報のためのバイオセーフティに関する情報交換センターにおけるホームページアドレス）Thecontactpointforfurtherinformation（追加的な情報のための連絡先）Name,addressandcontactdetailsoftheexporter（輸出者の氏名又は名称、住所又は所在地及び連絡先についての詳細）Name（氏名又は名称）Address（住所又は所在地）Tel,telexorfaxnumber（電話、テレックス又はファクシミリの番号）Contactperson（連絡責任者）Name,addressandcontactdetailsoftheimporter（輸入者の氏名又は名称、住所又は所在地及び連絡先についての詳細）Name（氏名又は名称）Address（住所又は所在地）Tel,telexorfaxnumber（電話、テレックス又はファクシミリの番号）Contactperson（連絡責任者）1．※の欄には、分別生産流通管理等により遺伝子組換え生物等を含むことが確実である積荷にあっては①を、分別生産流通管理等が行われておらず遺伝子組換え生物等を含む可能性がある積荷にあっては②を選択して記載すること。2．※※の欄には、経済協力開発機構（OECD）において商業化段階にある遺伝子組換え植物に適用されるものとして開発された識別記号等の国際的な識別記号が付されているものにあっては、その記号を括弧内に記入すること。3．※※※の欄には、生物の多様性に関する条約のバイオセーフティに関するカルタヘナ議定書第20条に規定するバイオセーフティに関する情報交換センターに関連する情報が掲載されている場合に、そのホームページアドレスを記入すること。4．書類の記入については、英文のタイプ印書又はブロック体の大文字のペン書きとすること。記入内容を消したり、修正液等を上に塗ったり、訂正してはならないこと。
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様
式
第
１
４
（
第
３
７
条
第
３
号
関
係
）

様式第14（第37条第3号関係）（平17財文科厚労農水経産環省令2・全改）※Livingmodifiedorganisms（遺伝子組換え生物等であること）※※Theidentityandrelevanttraitsand／orcharacteristics,anyrequirementsforthesafehandling,storage,transportanduse（その識別についての情報及び関連する形質又は特性、安全な取扱い、保管、輸送及び利用に関する要件）Thecontactpointforfurtherinformation（追加的な情報のための連絡先）Name,addressandcontactdetailsoftheexporter（輸出者の氏名又は名称、住所又は所在地及び連絡先についての詳細）Name（氏名又は名称）Address（住所又は所在地）Tel,telexorfaxnumber（電話、テレックス又はファクシミリの番号）Contactperson（連絡責任者）Name,addressandcontactdetailsoftheimporter（輸入者の氏名又は名称、住所又は所在地及び連絡先についての詳細）Name（氏名又は名称）Address（住所又は所在地）Tel,telexorfaxnumber（電話、テレックス又はファクシミリの番号）Contactperson（連絡責任者）IcertifythatthemovementisinconformitywiththerequirementsofCartagenaProtocolonbiosafetytotheConventiononBiologicalDiversity.（これらの遺伝子組換え生物等の輸出が生物の多様性に関する条約のバイオセーフティに関するカルタヘナ議定書の規定に従って行われるものであることを証明します。）Name（氏名又は名称）／Signature（署名）Date（日付）：／／注1．※の欄には、遺伝子組換え生物等の名称を括弧書で記入すること。また、経済協力開発機構（OECD）において商業化段階にある遺伝子組換え植物に適用されるものとして開発された識別記号等の国際的な識別記号が付されているものにあっては、その記号を括弧内に記入すること。2．※※の欄には、輸出しようとしている遺伝子組換え生物等が、危険物輸送に関する国連勧告、国際植物防疫条約又は国際獣疫事務局における国際家畜衛生規約において措置が求められているものである場合には、これらの勧告等における区分又は措置の内容を記入すること。これらの措置が求められていない場合には、その旨記入すること。3．書類の記入については、署名以外は、英文のタイプ印書又はブロック体の大文字のペン書きとすること。記入内容を消したり、修正液等を上に塗ったり、訂正してはならないこと。また、署名は、如何なる方法にても複製はしないこと。4．日付は6桁の形式で示すこと。例えば、2003年10月1日は「01／10／03」と記入する。
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様
式
第
１
５
（
第
３
９
条
関
係
）

様式第15(第39条関係) 

(表)  (裏) 

第     号  

遺伝子組換え生物等の使用等の規制

による生物の多様性の確保に関する

法律第31条第2項の規定による身分

証明書 

 遺伝子組換え生物等の使用等の規制に

よる生物の多様性の確保に関する法律抜

すい 

 (立入検査等) 

第31条 主務大臣は、この法律の施行に

必要な限度において、当該職員に、遺

伝子組換え生物等の使用等をしている

者又はした者、遺伝子組換え生物等を

譲渡し、又は提供した者、国内管理人、

遺伝子組換え生物等を輸出した者その

他の関係者がその行為を行う場所その

他の場所に立ち入らせ、関係者に質問

させ、遺伝子組換え生物等、施設等そ

の他の物件を検査させ、又は検査に必

要な最少限度の分量に限り遺伝子組換

え生物等を無償で収去させることがで

きる。 

 

写 真 

官職及び氏名 

 

生年月日 年 月 日 

 

年 月 日発行 

 

 

 

 

主 務 大 臣 

 

 2 当該職員は、前項の規定による立入

り、質問、検査又は収去(以下「立入検

査等」という。)をする場合には、その

身分を示す証明書を携帯し、関係者に

提示しなければならない。 

3 第1項の規定による立入検査等の権限

は、犯罪捜査のため認められたものと

解釈してはならない。 

第43条 次の各号のいずれかに該当する

者は、30万円以下の罰金に処する。 

 一 (略) 

 二 第31条第1項又は第32条第1項の規

定による立入り、検査若しくは収去

を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又

は質問に対して陳述をせず、若しく

は虚偽の陳述をした者 

 

 備考 この身分証明書の用紙の大きさは、

日本産業規格A6とする。 
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